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 は じ め に

 山口県豊浦郡豊北町阿川方言には、順接の接続詞「だから」に相当するものとして数種

．の方言語形が存立している。

 まずは、これらの語について、造語法に観点を置いて整理を行い、その差異を検討する。

 つぎに、自然談話の資料をもどにして、「だから」の類が、談話上、どのようにはたら

くかを見る。接続詞が承ける前言と、接続詞がしたてる後言とのあいだの、談話上の文の

組みたてに観点を置いで、談話法の類型をとらえようとするものである。

 とりあげた談話資料は、文化庁の行った山口県方言緊急調査（昭和53年度～昭和55年

度）の際の録音を文字化したものである。当方言の談話資料をとりあげたのは、量的にま

とまった自然談話の資料であることと、私自身が録音・文字化の作業にあたり、その場の

事情をよく理解することができるからである。

  談話の録音文字化の時間 約9時問

  談話の文字化枚数 976枚（30×13）

  談話の種類

   1対談 2人ないしは3人で、ある話題のもとに自由に語りあう（17話題・約300

       分）『

   1会話 ①仕事場（漁場）でのやりとり（1場・約60分）

       ②挨拶の場面でのやりとり（25場・約120分）

   皿独話 子どもに昔話を語る（11話・約60分）

 なお、この山口県方言緊急調査の文字化資料を使用するにあたっては、文部省文化庁国

語課の許可を得た。

 一'阿川方言談話に見られる「だから」 （順接）の方言語形

 阿川方言談話の文字化資料において、順接の接続詞「だから」に相当するものとして得

ちれた方言語形は、表iに掲げたとおりの19語である。これらの語の共通語訳には、すべ
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て「だから」をあてた。

 語構成上、大きくは、

  A 指示語を構成要素として持つもの

  B 指示語を構成要素として持たないもの

の二とおりに分けられる。1

『Aの内訳は、さらに、    '  『       '        ，

  ① 指示詞「ソレ」を構成要素とするもの

  ② 指示詞「ソ」を構成要素とするもの

とに分けられる。

 指示詞以外の構成要素は、断定の助動詞「だ」の類と、助詞「から」の類とである。表

rは、19の方言語形転

  A一①「ソレ」・「ホレ」など（指示詞）＋「ジャ」 （助動詞・断定）＋「カラ」「ケ

     ン」 「ケ」 （助詞）

  A一②「ソ」「ホ」など（指示詞）＋「ヤ」 （助動詞・断定）＋．「カラ」「ケ」 （助

     詞）

  B  rジャ」・「ダ」 （助動詞・断定）＋「カラ」'「ケ」 （助詞）

の3類に分けて整理したものであるd   ‘            '

 「A一①」に属する語には、「ソレジャカラ」をはじめとして、・「ソレ」．が斉化しだ

「ソエジャカラ」「ソイジャカラ」があり、また、「ソレ」の縮約と判断される「ソジャ

カラ」なども存立している6あるいはまた「それ」の方言形「ホレ」を構成要素とする

「ホレジャカラ」「ホ干ジャカラ」．「ホジャカラ」なども見られる。さらには、助詞「か

ら」の「ケン⊥「ケ」を構成要素とする「ソエジャケン」「ソレジャケ」も得られた6

 当方言では、準体助詞「ソ」「ホ」が両存しており、接続詞の構成要素となる指示語に

もまた、「ソレ」と「ホレ」とが併存している。接続助詞においても、・「カラ」と「ケ」

（「ケン」も聞くが、「ケ」のほうがさかんである。）との両者がある。在来のものは

「カラ」であり、「ケン」「ケ」などは、九州方言の進入と考えられる。

 rA一②」に属する語には、「ソヤカラ」「ホヤカラ」「ソヤケ」「ホヤケ」などがあ

り、指示語の「ホ」の変化した「ペヤカラ」，も存立している。助動詞「ヤ」が音化した

「ソイケ」ホイケ」も聞かれる。                     '

 rA一①」と「A一②」との差異は、一つには指示語の「ソレ」「ホレ」乏'「ソ」「ホ」

との違いにあり、二つには、断定の助動詞「ジャ」と「ヤ」との違いにある。

 さて、「B」に属する語には｝「ジャカラ．」「ジ'ヤケ」「ダカラ」の3語がある。この

・うち、「ダカラ」には、話者に共通語使用の意識が感じられた。方言形は「ジャヵラ」

「ジャケ」の2語である。構成要素である断定の助動詞は、いずれも「ジャ」であり、

「ヤ」とはなっていない。
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方言談話における接続詞のはたらき

 以上、阿川方言における順接の接続詞「ソレジャカラ」類、「ソヤカラ」類、「ジャカ

ラ」類の存立について、造語法の観点から分類し整理を行ってみた。

 Aの指示語を構成要素として持つ場合と、Bの指示語を構成要素として持たない場合と

でな、Bが強調表現に使用されるという表現法上の差異が認められる。

 ．Aに属する①の「ソレ・ホレ」＋「ジャ」＋「カラ・ケン・ケ」という造語法のもの

と、②の「ソ・ホ」＋「ヤ」＋「カラ・ケ」』という造語法のものとの表現上の差異は、・明

確には≒らえがたい。両者の用例を見くらべていると・一つの傾向が認められるようでも

ある。①類の語と②類の語との用例の幾つかに、前言の意味内容のとらえ方に差異がある

ということを感じさせるもg）がある。それは、「ソレ・ホレ」を構成要素とする語が指示

する場合は、前言の意味内容を、「具体的な個々のできごと」としてとらえ、対して、

「ソ・ホ」を構成要素とする語が指示する場合は、．前言の意味内容を、社会的通念など

表1

A
I
①

A
一
②

語 形

ソレジャカラ

ソエジャカ'ラ

ソイジャカラ

ソジャカラ
ホレジャカラ

ホエジャカラ

ポジャ' Jラ
ソエジャケン

ソレジャケ

ラ
ラ
ラ
ケ
ケ
ケ
ケ

カ
カ
カ

ヤ
ギ
ヤ
ヤ
イ
ヤ
・
イ

ソ
ホ
、
ヘ
ソ
ソ
ホ
ホ

性別

話者

陣

男 性

A
治
2

明
2

1使用回数

 21

 12 ［

 1
1 24

 2
 5
1 io

 2
i 2

1

1clF

321 43

1

G

ilt1

47 l1

72・ P
3

3［i

4

13

7

門
⊥
9
臼

 
2

1

-
轟
ウ
α

…
「
⊥
「
⊥

一
噌
⊥
噌
⊥
0
0

1

ー
ム
9
臼

3

2

H

44

8
28

1

10i 8

201 5

1

正
2

大

K

12

ρ
0
1
⊥

M
口
f
不
Q
V

昭

■
⊥
1
⊥

-
よ
ー
エ

2

1

N

24

7

3

1

女 性

B
Q
V
-
⊥
ー
ム

、
ラ
ケ
ラ

カ 
ヤ
カ

ヤ

ジ
ジ
ダ

1

2

-
噌
⊥
9
臼
可
⊥

3

-
⊥
-

1

1

a

稀
2
9

2

b

33

｝
9
臼
F
O

｝
 

1
⊥

「
1
5

'

一
7
2

一
4
8

1
⊥
■
⊥
1
⊥

cld

3s14b

3

・．

44閏3

'2

1

9
9
r
O

 
ー

ワ
臼
-
↓

，
6
1
・

2
i

2

可
⊥
9
臼
-
よ
一
⊥

i 2i

4
4

 
2

9
」
3

1

1

1

2

1

1i 1

1

■
⊥
1
⊥

（3）



「一般的なことがら」としてとらえているということである。しかし、その区別が判明し

ない用例もあるので、問題として残される。

 表1には、この調査における話者の「だから」の使用状況も掲げている。個人別、性

別、生年順に整理してみた。この表をもとに、「ソレジャカラ」類と「ソヤカラ」類との、

使用上の差異の有無を検討してみたい。

 話者1・bには、「ソレジャカラ」類の使用はなく、どちらも、「ソヤカラ」類をもっぱ

ら使用している。他の話者を見ると、「ソレジャカラ」・「ソヤカラ」の類の両方を使用

しているが、談話の種類、話題、話者の立場による発話数の多少等、資料に限りがあるの

で、個人差があると言いきることはできない。男女による使用差も、特に認められない。・

年層差はどうだろうか。話者は主として老年層である。調査当時、K・Mが申年層で、 N

が青年層である。三層ともに、「ソレジャカラ」類、「ソヤカラ」類を使用している。年

層差も特に認められない。

二 接続詞「だから」の談話法

 接続詞のはたらきは、全般的に、

  表わす二つ以上の事物・事柄の間の関係について話し手の認定・気分などを示す。

  （1963西尾実 岩淵悦太郎編「岩波国語辞典」の品詞概説』P1094岩波書店）

ものであろう。その申の順接の接続詞「だ一から」のはたらきについては、

  先行の事柄の当然の結果として、後続の事柄が起こることを示す。

  （1976 「日本国早大辞典」小学館）

とあり、まずは、これに同意するものである。

 これらを前提にして、自然談話資料をもとに、阿川方言の「だから」の類の語が、談話

構成上、どのようにはたらいているかを見ていきたいと思う。

 「だから」のみちびく後言（後続の事柄）が、前のどの発言（先行の事柄）を承けてい

るかという点に注目すると、前言が、

  1 自己の発言内容である場合
                                i
  2 相手の発言内容である場合

  3 自己の発言と相手の発言とが複合した内容である場合

と‘i'、三者が認められる。

 さらに、1においては、
         〔注1〕
  （1）後言が同一発話内の前言を承ける場合

  （2）前言と後言とのあいだに、相手との発話の交代が行われる場合

とがある。また②においては、「後続の事柄」を述べる発話の開始に注目すると、

  ① 応答文で始まるもの

  ② 「だから」の類で始まるもの

との、二つの類型が認められる。
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方言談話における接続詞のはたらき

1 自己の発言内容を承けるもの

1一（1）同一発話内の発言を承ける場合

 接続詞「だから」の類が文頭に立つ文（後続文）が指示する先行の発言が、ひとりの話

者の同一発話内にある用例から見ていこう。

 1略。云カシー‘5コ マー ムカシテモ オーームカシ、コニボーサンガ5コー．ア

  ト・…ラレテ、コノヘンノ モノガ ミズガ ナー。．ミズガ ナー・一・一ユ9テ ソノー

  コマッチョシタ ヨ。ホィタラ コーボーサンガ ココ ホッテミーッテ ユーテ

  ァノー ツエノ サキデ ノ。ア』ノー ホッチャッタ。ソレガ アノー ソノ イド

  ジャゲナ。ソヤカラ ドネーナ オーケナ オービヤケイ'ナッテモ ココノ ミズ

  ガ キレル コトア ア ア ゼッタイ ナー。〈皿 土井ケ浜の民話＞

   1昔、ここ、まあ、昔といっても、大昔、弘法さんがここを、ア、通られて、この

    辺の者が「水がない。水がない。」と言って、ソノー、困っていたのさ。そうし

    たら弘法さんが「ここを掘ってみろ。」って言って、アノー、杖の先でね。アノ

    一、掘られた。それが、アノー、その井戸だそうだ。だからどんな大きな大日照

    りになってもζこの水がきれることは、ア、ア、ぜったいにない。

がある。子ども相手に聞かせる昔話（独話）の中の用例である。接続詞「ソヤカラ」は、

先行の自己の発言内容を承け、その発言は、同一の発話内にある。

 fズーット ムカシカラ コノペンダケニ ツタワ．ル「カンスユロゲノ ハナシジャガ

  ノ。タスキノ オーバト イチバノ ヘンニ ンー サカヤイノ ヘンニ ネ。トリ

  ゴエチュー'トコロガアッタンヤケド。ムカシャー ソリャー ヒトドーリノ、

  スクナイ サビシー トコVジャッタガ、ドヒョーシ キレーナ ヤマミズガ チョ

  Pチョロ ナガレデテ ニンゲンデモ アー ウマズレノ モノデモ ココマデ

  タルト コノ ミズー イッ'パイ ノンデ．カオー アロータリ テアシオ'ブイタ

  リ シテ ヒトヤスミ シタ モンジャ6Z三三2ヤ乞≡∠ ノ。ココー ウマノ ミズ

  ノミパッテ イーヨッタンジャ ナ。 〈皿 カンスコ'ロゲ＞

   fずっと昔からこの辺だけに伝わるカンスコロゲの話だがね。田鍬の大庭と市庭の

    辺に、「ンー、境いの辺にね。鳥越という所があったんだけど。昔は、それは人通

    りの少ない寂しい所だったが、とてもきれいな山水がチョロチョ・ロ流れ出て、人

    間でも、アー、馬連れの者でもここまで来ると、この水を一ぱい飲んで顔を洗っ

    たり手足をふいたりレてひと休みしたものだ。だからね。、ここを馬の水回み場っ

    て言ってたんだね。

は、前の例と同様の独話での用例であるが、この例では、「ソエジャケン ノ。」と、接

続詞「ソエジャケン」に、文末助詞「ノ」が続いて一文をなし、後続の文との間に、一呼

吸が置かれている。はなしことばにおいては、このような例もよく見受けられる。

 つぎの例は、やはり、同一発話内の自己の発言を承けるものではあるが、話者二人によ
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る対談におけるものである。

 eバー。ホシテ ヒトバッカリ アツマッチ ノミクイノ ホー一・一工。・アノ フクダ

  ナン牛偏ナオサラコソシンルイガナイカラ。デー。ダカラアレホドニアツ

  マランデモ エーテユーテ シコーガ ワカレタポジャ。

 Hハー ハe。

 eタチメト ナントイ。．〈1 若い頃の話＞

   eはあ。そして人ばかり（葬儀に）集まって、飲み食いの方へ。アノ、福田なんか

    なおさら親類がないから。デー。だからあれほどに（人が）集まらなぐてもいい

    といって死講が分かれたのだ。

   Hはあ、はあ。

   e立目．（部落）と何とに。

では、接続詞「ダカラ」が承ける意味内容は、自ヨ（話者e）の同一一一ee話内における連文'

じたてのものとなっている。

   '1一（2）相手の発話が挿入される場合

 「先行の事柄」と「後続の事柄」．とを述べる話者の発話の中に竃相手の発話炉入り、前

言と後言との問において、発話の交代が行われる場合がある。

 e'アノー．．カシラノコガ ウマレテ ネー。

 H：ウン。                    '

 eコンドーノ トシノ ブユキューカカ ソノ モーヒトツ アェエダ オイテ カネ。
 ユ                                    

 ”ジゲノ ヒV一二 シテヤッタ。

 Hウン。

 eパー。ソレジャッタ6ソヤカラ ジゲノ ヒロー シタ トキニャー アノ 、コガ

  ウマレチョッタ モン。

 ・Hパー。

 eパー。〈1 若い頃の話＞
   eナノ、一番上の子が生まれてねえ。                  l

   Hうん。 ．       ・

   eその年の冬休暇か、そのもう一年、問をおいてかな。村の（結婚の）披露を（夫

    が）された。

   H：うん。

   eはあ。そうだった。だから村の披露をした時には、あの子が生まれていたもの。

   Hはあ。

   eはあ。、

の例では、話者eの「ソヤカラ」が指示する先行の意味内容は、同じくeの前言にある

が・その前言に対し・相手の話者Hが同意を示し・「ウン。」という応答文で発話が交代

する。．さらに話者Hの応答を承けて、eが、「パー。ソレジャッタ。」と応答し、また発
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、

方言談話における接続詞のはたらき

話が交代する。このeの応答は、自己の前言と、それに対するHの同意とを承けるもので

ある。自己の前言と相手の応答とを取り込んで承けていくのが「ソヤカラ」のはたちきと

なっている。このほか、相手の同意を得ながら、自己の応答文で発話が始まるものに、

 Gソレカラ・一 アノ ハェエキューショモ。

 Hウンー。

Gタバコノハ・エキューシ。モ（H' h」一ンT．ラ万タζ。

 Hウン。

 Gウン。チョットシタ インショクテンガ アリヨッタ エ…一。ヘヤカラ ヤッポ

  ヒッカケテ モドリヨッタ イ。＜1 大音金山の話＞

   Gそれから、アノ、配給所も。

   Hうん。

   G元ぱζの配給所も'（Hうん。）．あったよ。

   卜うん。

   Gうん。ちよ'つとした飲食店があ？たよ。だからやはり一ぽい酒を飲んで帰ってい

    たよ。

などの例もある。

 相手の同意の発話が、応答文のみではなく、

．響胴・マ㌦ソーユニトキジヤ7タカラマダカナェエガキチョルトキニワ

  デ．ンキガ ツイテ ナカッタ。

 eバー。ダェエブ'オソカッタ。

 Hアー。．1些亙互 y．ノーコロニワ ソノ一一 ナニー．ナ。マー一 マデニワ ソ！一

   ンプジャシタ ワケ。．＜1 若い頃の話＞

   Hはあ。まあ、そういう時（嫁入りρ晩、遠くから電線を引いて傑りに電気をつけ

    て結婚式の宴に備えたということ）だったから、まだ家内が（嫁入りの行列で）

    来ている時には（この部落には）電気がついてなかったl

   eはあ。 （立目部落は電気になるのが）'遅かった。

   Hああ。だからその頃には、'、'ソノー、何だな。まあ、（妻が娃に来る頃）・までには、

    ソノt一一、ランプだったわけ。

のように、同意の「ダェ三ヲ；オア万▽タ。」という文が添えられる場合もある。また、

 Gイネガ ジョーブナテユー コト。

 aジョーブナ。

 Gバー。ホヤカラ「イママデ シタソアー カモワン。イマカラ コンドー ヨースイ

  ケーセーキ ナッテ ナー一。ミズガ ア．リサエ スリャー モー，ホーサクチュー．。

  ．〈1 箱苗の話＞

   G（三三ct）苗は）稲が丈夫だということ。     「，

   'a丈夫だ。．
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   Gはあ。だから今までにしたのは（苗が小さぐても）かまわない。今から 今度、

    用水形成期になってなあ。水がありさえずればもう豊作だという。     '

の例は、相手aの発話が、応答文ではない場合である。しかし、aの「ジョーブナ。」と

いう発言は、、．Gに対する同意を表明した応答表現となっていよう。

 以上は、「後続の事柄」を述べる発話が、自己の応答文で始まるものである。

 つぎに、「後続の事柄」を述べる発話が、接続詞「だから」の類で始まる例を見ていく。

 （｝ホレカラ タンユーデ ヤッボ ア．ラマシナ シゴトー シチョルカラ ナー。

 Hウーン。ウン。ウン。ウン。

 Gポジャカラ イドグラィノ コトワ へrチャラジャf一一。

 Hアー。ソリャー マー ソレ。

 Gパー。ドネーモ ナェエー エ。〈1 大音金山の話＞

   Gそれから炭坑でやはり荒っぽい仕事をしているからなあ。

   aう一ん。うん。うん。うん。  ．  ．              ・'

   Gだから井戸（掘り）ぐらいのことはへっちゃらだあ。      ＼・

   aああ。それは、まあ、そう．だ。

   Gはあ。なんともないよ。

の例がある。Gの「ホ弄カラ」で始まる直前の発話は、・相手aの応答文となっている。

このほかにも、

 bバー。ヨー デキタ ムスメサンジャゲナッ チャ。

 cハー ハー。ホント ネーQ

 bホヤカラ ナー。アノー ヤッパ セワー シテノ ヒトモ ナンジャゲナッ

  チャ。エr ムコサンオ シンパイシチャッタチュ ハナシ イナ。 〈巫② うわさ

  話＞

   bはあ。よくできた娘さ・んだそうだ？てよ。

   cはあ、はあ。まったくねえ。

   bだからねえ。アノー、やはり世話をされる人も何だそうだってよ。いい婿さんを

    世話されたという話よ。．

なξがあり・「ホヤカラ」で始まるbの発話の前の・相手。の発話は・「ハT バー。」

と「ホント ネー。」との二文じたての応答表現となっている。また、‘

 Aインヤ。ソリャー・ナー。コノゴロワ ハー ワタシャー ナニr ノ。アノー ・

  トシュー サカシー ユー イノ。

 Nエー。オー ソレ カナ。オ．ッカシート オモータ ヨ。

 Aホエジャカラ．シガツノ、ヨーカデ （Gウン。）コンダー アノ タッタ．ヒー

  テチガイデ ナニー ノ。ゴジューハチガ ロクジュハチー ナッテシマウ。

  〈1 河内部落の話＞

   aいいや。それはねえ。このごろは、はあ、私は何だよ。アノ'一、年をさかさまに
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    言・うのよ。

   Gええっ。おお、そうかい。おかしいと思ったよ。'

   aだから、四月の八日で（Gうん。）アノ、たった一日ちがいで、何だよ。58が

    68にな？てしまう。

などの例もある。Gの「エー。オー ソレ カナ。オッカシート オモータ ヨ。」とい

う発話転やはり、aの発話に応答するものである。

 二人以上の対談においては、「後続の事柄」が自己の発言内容（「先行の事柄」）を承

ける時、相手の「先行の事柄」に同意する表現をも取りこむ場合が多い。相手が自己の前

言（「先行の事柄」）・tを認めることで、「当然の結果」として「後続の事柄」を述べたて

ることができるのでもあろう。

2 相手の発言内容を承けるもの

 二人以上の談話においてほ、「後続の事柄」を述べる話者と、それに対応する「先行の

事柄」を述べる話者とが異なる場合がわる。                  、

 aウシガー マー ヒトマチ ホナ ゴヘン ハェエランニャー タガ ウエラレン。

 Hマー ヒドェエ キョクタンナ タワー ゴヘンモ ロッペンモ ハェエル タガ

  アル。

 Gソレ イ。ソジャカラ ナニー ナ。

 aフーン。

 Hウンー一。ソラー モー コーセンオミタイニ チャワン ナカイ コーセンオ‘カイ

  テF一． ドロドロエ ナッター ソネー セン■ヤー モー ミズガ バンエ ツージ

  テ・タカー トコロノ タワ モテン。

 Gミズガ モテ≧。

 aミズモチガ ワルイ。〈1 農業の今昔＞1     ・．

   a牛が、まあ、一'町に、それなら、五辺入らないと田が植えられない？

   Hまあ、ひどい、極端な田は五辺も白露も入る田がある。

   Gそうさ。だから、何だな。

   aふうん。

   Hうん。それはもう香煎みたいに、茶碗の申に香煎をかきまぜてドロドロになつ

    た、そのようにしないと、もう水が盤へ通じて高い所の田はもてない。

   G水がもてない。

   a水もちが悪い。

が、その用例である。Gの「ソτ7イ。'ソ弄カラ ナ三一 ナ。」という発話は、直前

のHの発話の意味内容を承けている。「後続の事柄」が、自己の発言を承けるのではなく、

対談の相手の発言内容を承けるのである。「ソジャカラ」を含むGの発話は、「ソレ

．イ。」という応答文で始まり、接続詞「ソジャカラ」が続く形式となっている。

（9 ）．



1Mソリャー ソノコロ ヤッパ ショーカソンジュクグラヤィノ キガマエデ オッ

  タガモシレン ゾナ。

 Nソラ ソーカモ シレン。イヤ。ジャケ ナンテユー ジュクジャロー カ。カンデ

  ユー ナンテユー ナマエ エー ヒトガ デタP一 カエト オモーテ キt…一テミ

  ヨート オモ；一一・一テ。ヒトツ。〈1 父親のこと＞

   Mそれ・は、そのころ、やはり、 （私の父親は、自分の塾に対して）松下村塾ぐらい

    の気がまえでいたかもしれないよ。

   Nそれは、そうかもしれない。いや。だから～何ていう塾だろうか。・かんていう、何

    ていう名前、いい人が出ただろうかなと思って、聞いてみようと思って。ひとつ。

1ま、Mの発話の内容をNが承けたものである。 Nめ発話は、「ソラ ソ“・一一カモ シレン。」

と応答文で始まるが、「イヤ。」という否定の応答文が続いている。この場合、「ジャケ」

という指示語を構成要素に持tgない語が使われている。「イヤ。」というのは、 Mの発言

を否定するのではなく、むしろ強く肯定するものである。・「ジ'ヤケ」には「だからこそ」

の意が感じられる。「ジャカラ」「ジャケ」は、強調表現をしたてるもののようである。

 H略。ソレカラ トーイモーノー、ソノー．トッテキテカラ アノー コー ヤェエテ

  r 一テ オ≡評ヲレタリ。マ コーユー ヨーナ コ下デカ'ラ マー一一一力澗「テユー

  モノア'ソノカワリ ヤハリ ソノ セーヒンオ カワンカラ ナ。

 eイラザッタモン。ネー。ホヤカラ オテラエ'ツレテマェエッテ モラヤー アノー

  モンノ トコロデ（耳バー。『）コンペートーデモ （Hウン。）'コネー一．ガラスコッ

  プデバカツタリ・（Hウン。）サカズキデバカッタリ。

 Hウン。

 eホエ・カラ オマツリーデ サンセンカ ゴセンジャv一 ネ。コズカイ1モロテ

  マイリヨッタホワ。〈1 食べ物の話＞

   Hそれからさつまいもの、ソノー、とってきて、アノー、コー、焼いて食って叱ら

    れたり。ま、こういうようなことで、まあ、金っていうものは、そのかわり'、や

    はり、ソノ、製品を買わないからな。

   'eいちなかったもの。ねえ。だからお寺へ連れて参って．もらえば、アノー、門の所

    で（Hはあ。）コンペイト ・一でも（Hうん。）こんなガラスコップで計ったり

    （Hうん。）盃で計ったり。

   Hうん。

   eそれからお祭で三銭か五銭だろうね。小遣いをもらって参っていたのは。

は、「後続の事柄」を述べるeの発話が｛応答詞による応答文で始まっていない例であ

る。'しかし、eのtイラザッタ モン。采＝。」という発言も、直前のHの発言内容に応

答するものである。したがって、これも、「応答文＋接続詞～」の発話の形式としてとら

えられよう。

 つぎに、接続詞で発話が始まる形式のものをあげる。

（10）
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Mエー ダイブ ナンネングライ ジュク ヤッタ。サt・・一・マー ジ箔一ネングラヤ

  イワー ジュク ヤッチョッタンジセp一ト オモー。

 Nウン。ソレワ ヤメラレタノワ。

             へ     や                         マ  Mソジャ攻互 ジュ■・一・・ハチ不ンコロ シンジョルカラ．ir。

 Nアー。アノ ナクナラレテ ヤメラレタッテ コトデス カ。

 Mソr ソー。〈1 父親のこと＞

   Mええっと、だいぶん、伺年ぐらい（父は）塾をやったか。さあ、まあ、十年ぐら

    いは熟をやっていたのだろうと患う。

   Nうん。それはやめられたのは。

   Mだから、 （昭和）18年ごろに死んでいるからね。

   Nああ。アノ、亡くなられてやめられたってことですか。．

   Mそうそう。

がある'。Mの「ソ函カラ ジュ＝フマ弄ネンゴロ ジンジョルカラ 累。」という「後続

ol事柄」が承ける「先行の事柄」は、直前のNの「ソτ万 ヤメラ「 ノラ。」ぞある。

「後続の事柄」を述：べるMめ発話は、接続詞'「ソ耳カラ」で始まつ℃いる。

 「後続の事柄」を述べる発話が、接続詞「だから」の類で始まる形式も多く見られて、・

談話法上の一つの類型として認められる。

  5 自1ヨ・相手の発言が複合された内容を承けるもの・

 2人あるいは3人以上の対談においては、後言の「だから」が承ける意味内容が、自己

の前言と棉手の前言とが複合されたも（ひである場合がある。たとえば、次の例が見られる。、．

 bホヤケド ヤッポ ボンオドリダケア 亀目ダヤイニ。キョーモー イチムラサンガ

  コ軍＝＝ ユ＝亨ヤッダソ。アノー 天一チャン ヨζ一。『ポ ヒ下バンジャー

  タランマーナッテ ユーテヤカラ6コノ イチムラサン エー。ヒトパンデ イケ

  ル モノカイナー。ナンボ 客クノーテモ アシタ フタバンクライワ アンタ．

  ナケランニャー。

 cマヤエニ アンタ ジュt・・一己ッカ ゴンチ ロクンチト・ミッカグライ アリヨッタ

  ロ高・ガナ。：デ。

 bミッカ アッテ ジューヒチヤガ マタ アッタ ホイ。

 cア・・一一。、ジュ ・一ヒチヤノ カンノンサマノトキ アリヨッタ イナ。'

 dソシテ ニジュ ・一匹ッカガ アリヨッタカラ ナ。

 bヨッカガ アリヨッタ イナ。ウーーン。

 dホェエデー ダイブン．タラウホド アリヨッタ。            ・

 cヘテ．pンダニジューヨッカノ「ジゾーマツリトデオドリヨッタ イナ。「

bバー・ホヤカラエカ・タケドヌノゴロァーサンタチ・サビレタカラ・降・

  〈1盆の話〉
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   bだけど、やはり、盆踊りだけは盛大に（やってほしい）。きようも市村さんがこ

    う言われたの。「一アノー、ばあちゃんよ。やはり一晩じゃ足りないだろうね。」

  ，って言われるから。「市村さんよ。一晩ではいいものかね。いくら少なくても、

    あんた、二晩くらいはないと……。」

   c以前に、あんた、14日、15日、16日と、三日ぐらいあっていただろうがね。ね。

   b三日あって、十七夜がまたあったのよ。

   cああ。十七夜の観音様の（祭の）時に、 （盆踊りが）あっていたよね。

   dそして24日があっていたからね。

   b24日があっていたよね。う一ん。

   dそれでだいぶん飽きるほど（盆踊りが）あっていた。

   cそして、今度は、24日の地蔵祭とで踊っていたよね。

   bはあ。だからよかったけど、ちかごろは、なんといってもさびれたから（いけな

    い）。

 これは、「盆の話」での一つの話題で、盆踊りの衰退を嘆くくだりである。用例の最後

のbの発話の「バー。正ヤカラ 三ヵツタケド～。'Jが承ける前言は、bの「盆踊りだけ

は盛大に踊るようで1あってほしい」、cの「以前は14日・15日・i6日と三日ぐらい踊って

いた」、bの「17夜にも踊った」、dの「24日にも踊った」などが複合されたものであ

る。自然談話においては、複数め話者の発言を総合させた意味内容を「だから」で承ける

ということも行われている。

  お わ り に

 以上、主として、自然談話上の「だから」のはたらきについて、「だから」が承けるも

のとその発話の形式とに注目して実態の把握に努めた。ここに、接続詞の談話法の一端を

見ることができたと考える。

 今後は、「だから」以外の他の接続詞をも全般的に検討し、共通語との比較を行いたい。

 この稿をなすにあたっては、岡野信子先生の示唆をいただいた。また、第17回広島方言

研究所ゼミナールでの口頭発表の際にも、参会の方々に教えをいただいた。記して感謝申

しあげる。

〔注1〕

 「発話」については、杉戸清樹氏の'

  ひとりの参加者のひとまとまりの音声言語連続

という考えを参考にしている。 （1987「談談行動の諸相座談資料の分析』国立国語研究

所編、「1分析編」の2．2．発話のうけつぎ」P83） この稿の場合は、ひとりの参加者

が発言を承けつぎ、つぎの話者に交代されるまでのあいだを、1つの発話としてとらえて

いる。
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